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◆ 調査の概要 

（１）調査の目的 

 文京区では障害者がいきいきと自分らしく、健康で自立した生活を営めるよう、「文
ふみ

の 京
みやこ

ハートフルプラン 文京区地域福祉保健計画 障害者計画」に基づき、様々な障害福祉施策

を推進しています。 

 平成 26年度に次期計画（平成 27年度～平成 29 年度）を改定するにあたり、その基礎資

料を得るとともに、障害者（児）のサービスの利用状況やご希望等を把握するため、実態・

意向調査を実施しました。 

 

（２）調査の対象と調査方法 

 本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者及び障害児を対象とした

量的調査（アンケート調査）、及び区内施設を利用する知的障害者を対象とした質的調査（イ

ンタビュー調査）の２種類を実施しました。 

 

◆ 量的調査（アンケート調査） 

（１）調査の対象と方法 

調査の種類 調査の対象 調査方法 

①身体障害者を対象と

した調査 

文京区にお住まいの身体障害者手帳をお持ちの方を対

象としました。（肢体不自由・内部障害については抽出

調査）※②、④に該当する方を除く 
調査票を郵送配布

し、郵送回収する

方法で実施しまし

た。 

②知的障害者を対象と

した調査 

文京区にお住まいの愛の手帳（東京都療育手帳）をお持

ちの方を対象としました。 

③精神障害者を対象と

した調査 

文京区にお住まいの精神障害者保健福祉手帳をお持ち

の方を対象としました。 

④難病患者を対象とし

た調査 

文京区にお住まいの難病医療券をお持ちの方を対象と

しました。 

⑤就学前児童の保護者

を対象とした調査 

文京区にお住まいの区立幼稚園・保育園に通っている、

特別な支援・配慮を必要とするお子さん及び福祉センタ

ーに通所しているお子さんの保護者を対象としました。 

調査票を園や学校

等を通じて配布

し、郵送回収する

方法で実施しまし

た。 

⑥就学後児童の保護者

を対象とした調査 

文京区にお住まいの区立小中学校の特別支援学級（固定

級・通級）に通っているお子さん及び特別な支援を必要

とする児童として区の育成室に入室しているお子さん

の保護者を対象としました。 

文京区にお住まいの国立・都立等の特別支援学校（小学

部・中学部）に通っているお子さんの保護者を対象とし

ました。 

調査票を郵送配布

し、郵送回収する

方法で実施しまし

た。 



３ 

（２）調査期間 

 平成 25年 9月 30 日から、10月 21 日までの期間に実施しました。 

（３）配布・回収状況 

配布・回収状況 配布数 回収数 
白票 

無効票 

有効 

回収数 

有効 

回収率 

①身体障害者 1,857 1,103 2 1,101 59.3% 

②知的障害者 783 474 0 474 60.5% 

③精神障害者 741 407 0 407 54.9% 

④難病患者 1,524 987 1 986 64.7% 

⑤就学前児童の保護者 97 71 0 71 73.2% 

⑥就学児童の保護者 304 174 0 174 57.2% 

全体 5,306 3,216 3 3,213 60.6% 

 

 

◆ 調査結果の見方について 

① 集計した数値（％）は小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位まで表示し

ています。このため、質問に対する回答の選択肢が一つだけの場合、選択肢の

数値（％）を全て合計しても、100％にならない場合があります。 

② 回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、

各選択肢の割合を合計すると 100％を越えます。 



４ 

１．身体障害者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別      ②年齢 
 「女」は 50.4％、「男」は 48.8％となって  「75 歳以上」が 46.7％と最も多く、 
います。     次いで「70～74歳」が 14.3％、｢65～69 歳」 
      が 9.3％となっています。 
 

問２① 性別     問２② 年齢 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）障害の部位、症状 

 「下肢」が 34.1％と最も多く、次いで「心臓機能」が 22.3％、「視覚」と「聴覚」がそ

れぞれ 18.1％、「上肢」が 14.6％となっています。 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.1

22.3

18.1

18.1

14.6

7.8

6.9

6.8

5.8

4.3

4.0

3.4

2.5

1.5

1.4

1.0

0.6

3.6

2.3

0 10 20 30 40

下肢

心臓機能

視覚

聴覚

上肢

音声・言語

片麻痺

直腸・膀胱機能

体幹機能

呼吸器機能

平衡機能

腎臓機能

そしゃく機能

精神疾患

免疫機能

肝臓機能

小腸機能

その他

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

男

48.8%女

50.4%

無回答

0.8%

総数

1,101

0.5

0.5

0.3

0.3

0.7

1.5

3.4

4.3

8.0

8.0

9.3

14.3

46.7

2.3

0 10 20 30 40 50

０～５歳

６～11歳

12～14歳

15～17歳

18～24歳

25～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

％総数=1,101

 

 

【問２① 性別】 

【問２② 年齢】 

【問５ 障害の部位、症状】 



５ 

（３）世帯の収入額 

 「20 万円～30万円未満」が 18.7％と最も多く、次いで「10万円～15 万円未満」が 14.4％、

「15万円～20万円未満」が 13.4％、「～10 万円未満」が 11.1％、「30 万円～40 万円未満」

が 11.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）就労状況 

 「会社・団体等の正規雇用で仕事をしている」が 10.4％と最も多く、次いで「自営業な

ど自宅等で収入のある仕事をしている」が 7.8％、「パート・アルバイトなど非正規雇用で

仕事をしている」が 4.1％となっています。「働いていない」は 70.1％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1

14.4

13.4

18.7

11.0

8.1

4.3

2.4

3.6

4.0

9.2

0 5 10 15 20

～10万円未満

10万円～15万円未満

15万円～20万円未満

20万円～30万円未満

30万円～40万円未満

40万円～50万円未満

50万円～75万円未満

75万円～100万円未満

100万円以上

わからない

無回答

％総数=1,101

10.4

7.8

4.1

0.7

3.3

70.1

3.6

0 20 40 60 80

会社・団体等の

正規雇用で仕事をしている

自営業など自宅等で

収入のある仕事をしている

パート、アルバイトなど

非正規雇用で仕事をしている

作業所等の福祉施設で働いている

その他

働いていない

無回答

％総数=1,101【問 14-① 就労状況】 

 

【問 12 世帯の収入額 】  

 



６ 

（５）障害者が働くために大切なこと 

 「障害特性にあった多様な仕事・

就労形態があること」が 37.2％と最

も多く、次いで「健康状態に合わせ

た、企業側の柔軟な対応や配慮」が

33.0％、「職場の上司や同僚の理解と

協力」が 32.5％、「就労に結びつく技

術や知識の習得」が 27.6％、「就職活

動に必要な情報の提供」が 22.7％と

なっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）介助者が困っていること 

 「買い物・外出が気軽にできない」が 18.9％と最も多く、次いで「入浴の介助」が 15.2％、

「休む時間がない・休養がとれない」が 14.2％、「仕事との両立が難しい」が 11.5％、「ト

イレの介助」が 10.2％となっています。｢特に困っていない｣は 20.3％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.2

33.0

32.5

27.6

22.7

20.8

16.5

14.0

11.3

2.6

9.5

19.0

16.0

0 10 20 30 40

障害特性にあった多様な

仕事・就労形態があること

健康状態に合わせた、

企業側の柔軟な対応や配慮

職場の上司や同僚の理解と協力

就労に結びつく技術や知識の習得

就職活動に必要な情報の提供

職場の施設面での整備

通勤手段等についての企業側の配慮

ジョブコーチ等職場で

就労を支援する援助者

就労継続のための企業からの

カウンセリングや支援

その他

特にない

わからない

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

18.9

15.2

14.2

11.5

10.2

8.7

6.8

3.5

3.3

1.8

7.8

20.3

32.3

0 10 20 30 40

買い物・外出が気軽にできない

入浴の介助

休む時間がない・休養がとれない

仕事との両立が難しい

トイレの介助

食事の介助

病気の看護

近所・友人づきあいに影響

家事・育児への影響

介助の方法がわからない

その他

特に困っていない

無回答

％総数=541 （複数回答）【問 18 介助者が困っていること】 

【問 15 障害者が働くために大切なこと】 



７ 

（７）日中過ごしている場所 

 「自宅にいることが多い」が 53.0％と最も多く、次いで「一般企業等で就労している(自

営業も含む)」が 14.8％、｢趣味・習い事・散歩などの余暇活動の場で過ごすことが多い｣

が 6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）不安や心配に感じていること 

 「自分自身の病気や障害が悪化す

ること」が 61.5％と最も多く、次い

で「将来の生活のこと」が 34.2％、

「緊急時における避難等の対応」が

25.6％、「介助者がいなくなること」

が 20.9％、「収入や生計、財産の管

理のこと」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.5

34.2

25.6

20.9

15.3

9.0

8.1

6.5

5.9

2.1

11.2

4.5

9.4

0 10 20 30 40 50 60 70

自分自身の病気や障害が悪化すること

将来の生活のこと

緊急時における避難等の対応

介助者がいなくなること

収入や生計、財産の管理のこと

障害者に対する周囲の理解不足

仕事がなくなること

周囲の人との関係について

親の介護のこと

子どもの養育のこと

不安や心配に感じることは特にない

その他

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

53.0

14.8

6.9

2.8

1.6

1.6

6.6

12.6

0 10 20 30 40 50 60

自宅にいることが多い

一般企業等で就労している(自営業も含む)

趣味・習い事・散歩などの

余暇活動の場で過ごすことが多い

障害者施設等で過ごしている

学校・保育園・幼稚園等に通っている

入院している

その他

無回答

％総数=1,101

【問 23 不安や心配に感じていること】 

 

【問 21 日中過ごしている場所】 



８ 

（９）外出の際に困ること 

 「階段の昇り降り」が 28.3％と最

も多く、次いで「自転車の運転マナ

ーが悪く、危険を感じる」が 22.9％、

「歩道、道路、出入口の段差」が

14.4％、「電車、バス、タクシー等

の乗降」が 13.4％、「エレベーター

等が未設置の場所がある」が 12.4％

となっています。 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）困ったときの相談先 

 「家族・親族」が 71.6％と最も多く、次いで「病

院・診療所の主治医」が 29.6％、「友人・知人」

が 27.9％、「介護支援相談員（ケアマネジャー）」

が 13.7％、「区の窓口（福祉・介護・保健所等）」

が 13.3％となっています。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.3

22.9

14.4

13.4

12.4

8.7

6.9

6.5

4.9

4.6

3.2

1.7

1.5

1.5

2.3

6.6

31.9

0 10 20 30 40

階段の昇り降り

自転車の運転マナーが悪く、

危険を感じる

歩道、道路、出入口の段差

電車、バス、タクシー等の乗降

エレベーター等が未設置の場所がある

路上の障害物（看板や放置自転車など）

手すりがない

発作など突然の体調の変化が心配

障害者が使えるトイレが少ない

外出時に必要な

コミュニケーションが取りにくい

乗車券の購入・料金の支払いが困難

点字ブロック、盲人用信号がない

標識・標示の案内がわかりにくい

行動や発声のために奇異な目で見られる

同伴者がいない

その他

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

71.6

29.6

27.9

13.7

13.3

6.0

4.5

3.9

3.7

3.4

2.5

1.9

1.9

1.6

1.3

0.0

2.4

1.5

3.7

6.3

0 20 40 60 80

家族・親族

病院・診療所の主治医

友人・知人

介護支援相談員（ケアマネジャー）

区の窓口（福祉・介護・保健所等）

ホームヘルパー

勤務先の人

障害者福祉センター等の

都や区の相談機関

施設の支援員

病院・診療所の相談員・ケースワーカー

身体障害者相談員

民生委員・児童委員

障害者団体

学校・保育園・幼稚園等の先生

社会福祉協議会

スクールカウンセラー

その他

誰に相談すれば良いかわからない

相談する必要を感じない

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

【問 28 外出の際に困ること】 

【問 29 困ったときの相談先 】 

 



９ 

（11）サービスの利用希望 

 ｢利用したい｣という回答は、｢日常生活用具給付等事業｣が 25.3％と最も多く、次いで｢居

宅介護（重度訪問介護、行動援護含む）｣が 20.0％、｢相談支援事業｣が 11.8％、｢短期入所

（ショートステイ）｣が 10.4％、｢移動支援事業｣が 10.2％となっています。 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）災害に関して不安に感じていること 

 「自宅に留まり、避難生活を続ける上

での食糧等の生活必需品の確保」が

38.9％と最も多く、次いで「医療機器の

使用や服薬ができなくなる等、医療の確

保」が 36.6％、「避難所等におけるトイ

レの利用」が 34.2％、「自力で避難でき

ない」が 27.3％、「避難所の段差や階段

などのバリア」が 23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.9

36.6

34.2

27.3

23.7

23.3

17.8

17.5

17.1

16.7

13.2

3.5

10.8

3.6

12.1

0 10 20 30 40

自宅に留まり、避難生活を続ける上での

食糧等の生活必需品の確保

医療機器の使用や服薬が

できなくなる等、医療の確保

避難所等におけるトイレの利用

自力で避難できない

避難所の段差や階段などのバリア

初期消火ができない

知らない人と一緒に過ごすことに不安があり、

避難所で生活することができない

避難所での支援者がいるか

どうかわからない

避難所での、障害のために

必要となる特別なスペースの確保

災害の情報を得ることができない

災害の発生などを消防署や

周囲の人へ連絡できない

その他

特になし

わからない

無回答

％総数=1,101 （複数回答）

利用

したい

20.0

4.4

10.4

7.3

9.8

6.1

11.8

10.2

5.6

25.3

利用したい

と思わない

13.8

23.5

19.5

19.1

19.7

20.7

12.9

14.3

19.6

9.8

わからない

22.0

19.0

20.2

21.3

20.4

21.0

23.6

23.3

22.3

19.2

無回答

44.2

53.1

49.9

52.4

50.0

52.2

51.7

52.3

52.5

45.7

居宅介護
（重度訪問介護、行動援護含む）

就労移行・就労継続支援

短期入所（ショートステイ）

生活介護・児童発達支援等通所施設

施設入所支援

グループホーム・ケアホーム

相談支援事業

移動支援事業

コミュニケーション支援事業
（手話通訳、要約筆記者の派遣等）

日常生活用具給付等事業

総数=1,101 単位:％

【問 41 災害に関して不安に感じていること】 

【問 38 サービスの利用希望】 



１０ 

（13）今後力を入れて欲しい施策や要望 

「道路・交通機関・公共機関の整備（バリアフリー）｣が 30.5％と最も多く、次いで「障

害福祉サービス等の充実」が 30.1％、「医療費の軽減・医療制度の充実（医療を受けやす

くして欲しい等）」が 27.7％、「より分かりやすい情報の提供」が 20.0％、｢障害者に配慮

した防犯・防災対策の推進｣が 18.3％となっています。 

 

 

30.5

30.1

27.7

20.0

18.3

16.9

14.4

9.5

7.7

7.6

7.1

6.7

6.7

4.2

4.1

3.6

3.2

4.5

27.3

0 10 20 30 40

道路・交通機関・公共機関の

整備（バリアフリー）

障害福祉サービス等の充実

医療費の軽減・医療制度の充実

（医療を受けやすくして欲しい等）

より分かりやすい情報の提供

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

相談支援事業の充実

障害者のための住宅施策の充実

（住宅を確保しやすくして欲しい等）

障害及び障害者についての理解促進

機能訓練回復事業の充実

通所施設の整備

ボランティアの育成・支援

就労支援や職業訓練の充実

緊急一時保護事業

スポーツ・レクリエーション活動・

文化活動の充実

障害者と地域の人との交流の促進

障害者が参加できる講座等の充実

グループホームの誘致

その他

無回答

％総数=1,101 （複数回答）
【問 48 今後力を入れて欲しい施策や要望】 



１１ 

２．知的障害者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別      ②年齢 

 「男」は 60.3％、「女」は 38.8％となって  「40～49歳」が 16.2％と最も多く、 

います。     次いで「30～39歳」が 14.3％、「18～24歳」 

      が 13.3％、「６～11歳」が 10.8％、「50～ 

      59歳」が 10.3％となっています。 

 

問２① 性別     問２② 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）世帯の収入額 

 「～10 万円未満」が 19.6％と最も多く、次いで「20万円～30 万円未満」が 11.2％、「30

万円～40万円未満」が 9.7％、「10 万円～15万円未満」が 9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2

10.8

3.4

7.0

13.3

5.5

14.3

16.2

10.3

5.5

3.4

4.2

0.4

2.5

0 5 10 15 20

０～５歳

６～11歳

12～14歳

15～17歳

18～24歳

25～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

％総数=474

19.6

9.5

7.8

11.2

9.7

7.2

6.8

4.2

5.9

9.3

8.9

0 5 10 15 20 25

～10万円未満

10万円～15万円未満

15万円～20万円未満

20万円～30万円未満

30万円～40万円未満

40万円～50万円未満

50万円～75万円未満

75万円～100万円未満

100万円以上

わからない

無回答

％総数=474

男

60.3%

女

38.8%

無回答

0.8%

総数

474

 

 

【問２① 性別】 
【問２② 年齢】 

【問 11 世帯の収入額】 



１２ 

（３）就労状況 

 「作業所や就労支援事業所等の福祉施設で働いている」が 23.2％と最も多く、次いで「パ

ート、アルバイトなど非正規雇用で仕事をしている」が 8.9％、「会社・団体等の正規雇用

で仕事をしている」が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）障害者が働くために大切なこと 

 「障害特性にあった多様な仕事・

就労形態があること」が 56.3％と最

も多く、次いで「職場の上司や同僚

の理解と協力」が 54.0％、「ジョブ

コーチ等職場で就労を支援する援

助者」が 41.8％、「就労に結びつく

技術や知識の習得」が 40.5％、「働

くうえでの決まりごとの習得」が

34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.3

54.0

41.8

40.5

34.2

32.9

28.9

26.4

25.9

23.6

3.4

6.5

14.8

7.4

0 10 20 30 40 50 60

障害特性にあった多様な

仕事・就労形態があること

職場の上司や同僚の理解と協力

ジョブコーチ等職場で

就労を支援する援助者

就労に結びつく技術や知識の習得

働くうえでの決まりごとの習得

健康状態に合わせた、

企業側の柔軟な対応や配慮

就職活動に必要な情報の提供

就労継続のための企業からの

カウンセリングや支援

職場の施設面での整備

通勤手段等についての企業側の配慮

その他

特にない

わからない

無回答

％総数=474 （複数回答）

23.2

8.9

6.5

0.2

6.1

53.0

2.1

0 10 20 30 40 50 60

作業所や就労支援事業所等の

福祉施設で働いている

パート、アルバイトなど

非正規雇用で仕事をしている

会社・団体等の

正規雇用で仕事をしている

自営業など自宅等で

収入のある仕事をしている

その他

働いていない

無回答

％総数=474【問 13-① 就労状況】 

 

【問 14 障害者が働くために大切なこと】 



１３ 

（５）介助者が困っていること 

 「買い物・外出が気軽にできない」が 27.2％と最も多く、次いで「休む時間がない・休

養がとれない」が 25.8％、「仕事との両立が難しい」が 19.0％、「入浴の介助」が 16.4％、

「トイレの介助」が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）日中過ごしている場所 

 「障害者施設等で過ごしている」が 39.9％と最も多く、次いで「学校・保育園・幼稚園

等に通っている」が 21.5％、「一般企業等で就労している(自営業も含む)」が 14.6％、「自

宅にいることが多い」が 10.1％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2

25.8

19.0

16.4

16.1

11.9

11.9

10.5

10.2

1.1

12.2

15.9

22.7

0 5 10 15 20 25 30

買い物・外出が気軽にできない

休む時間がない・休養がとれない

仕事との両立が難しい

入浴の介助

トイレの介助

病気の看護

近所・友人づきあいに影響

食事の介助

家事・育児への影響

介助の方法がわからない

その他

特に困っていない

無回答

％総数=353 （複数回答）

39.9

21.5

14.6

10.1

1.7

1.1

4.9

6.3

0 10 20 30 40 50

障害者施設等で過ごしている

学校・保育園・幼稚園等に通っている

一般企業等で就労している(自営業も含む)

自宅にいることが多い

趣味・習い事・散歩などの

余暇活動の場で過ごすことが多い

入院している

その他

無回答

％総数=474

【問 17 介助者が困っていること】 

【問 20 日中過ごしている場所】 



１４ 

（７）不安や心配に感じていること 

 「将来の生活のこと」が 64.6％と

最も多く、次いで「介助者がいなく

なること」が 43.7％、「緊急時にお

ける避難等の対応」が 42.6％、「収

入や生計、財産の管理のこと」が

39.0％、「自分自身の病気や障害が

悪化すること」が 35.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外出の際に困ること 

 「外出時に必要なコミュニケーシ

ョンが取りにくい」が 20.3％と最も

多く、次いで「行動や発声のために

奇異な目で見られる」が 16.2％、「目

的地への行き方がわからない」が

12.4％、「乗車券の購入・料金の支

払いが困難」が 11.8％、「階段の昇

り降り」が 10.5％となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.6

43.7

42.6

39.0

35.0

28.3

26.6

18.6

11.0

1.7

8.0

6.5

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70

将来の生活のこと

介助者がいなくなること

緊急時における避難等の対応

収入や生計、財産の管理のこと

自分自身の病気や障害が悪化すること

障害者に対する周囲の理解不足

周囲の人との関係について

仕事がなくなること

親の介護のこと

子どもの養育のこと

不安や心配に感じることは特にない

その他

無回答

％総数=474 （複数回答）

20.3

16.2

12.4

11.8

10.5

9.9

9.5

8.9

8.0

7.8

7.2

7.0

5.1

4.0

2.7

2.3

1.7

1.5

0.2

9.5

28.3

0 5 10 15 20 25 30

外出時に必要なコミュニ

ケーションが取りにくい

行動や発声のために奇異な目で見られる

目的地への行き方がわからない

乗車券の購入・料金の支払いが困難

階段の昇り降り

多動やこだわりのため、

安全確保等が難しい

電車、バス、タクシー等の

乗り換えが複雑で難しい

発作など突然の体調の変化が心配

人が多くて疲れる

自転車の運転マナーが悪く、

危険を感じる

電車、バス、タクシー等の乗降

歩道、道路、出入口の段差

障害者が使えるトイレが少ない

同伴者がいない

エレベーター等が未設置の場所がある

手すりがない

路上の障害物（看板や放置自転車など）

標識・標示の案内がわかりにくい

点字ブロック、盲人用信号がない

その他

無回答

％総数=474 （複数回答）

【問 22 不安や心配に感じていること】 

 

【問 27 外出の際に困ること】 



１５ 

（９）困ったときの相談先 

 「家族・親族」が 72.2％と最も多

く、次いで「施設の支援員」が 34.2％、

「学校・保育園・幼稚園等の先生」

が 17.9％、「病院・診療所の主治医」

が 17.7％、「区の窓口（福祉・介護・

保健所等）」が 15.6％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）サービスの利用希望 

 「利用したい」という回答は、「就

労移行・就労継続支援」が 17.7％と

最も多く、次いで「移動支援事業」

が 16.0％、「生活介護・児童発達支

援等通所施設」が 13.9％、「施設入

所支援」が 13.5％、「グループホー

ム・ケアホーム」と「相談支援事業」

がそれぞれ 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

72.2

34.2

17.9

17.7

15.6

12.7

9.5

7.8

7.4

2.3

1.9

1.5

1.3

1.3

1.1

0.8

0.6

0.6

5.5

1.3

2.7

5.1

0 20 40 60 80

家族・親族

施設の支援員

学校・保育園・幼稚園等の先生

病院・診療所の主治医

区の窓口（福祉・介護・保健所等）

友人・知人

勤務先の人

身体障害者相談員・知的障害者相談員

障害者福祉センター・精神保健センター

等の都や区の相談機関

病院・診療所の相談員・ケースワーカー

障害者団体

介護支援相談員（ケアマネジャー）

ホームヘルパー

社会福祉協議会

家族会

スクールカウンセラー

民生委員・児童委員

東京都発達障害者支援センター（TOSCA）

その他

誰に相談すれば良いかわからない

相談する必要を感じない

無回答

％総数=474 （複数回答）

利用

したい

5.5

17.7

11.8

13.9

13.5

13.1

13.1

16.0

3.0

6.1

利用したい

と思わない

13.9

10.3

11.6

9.5

10.1

9.5

6.3

8.9

13.9

11.2

分からない

16.9

12.0

15.2

14.6

16.5

18.1

16.9

11.6

17.5

18.4

無回答

63.7

59.9

61.4

62.0

59.9

59.3

63.7

63.5

65.6

64.3

居宅介護
（重度訪問介護、行動援護含む）

就労移行・就労継続支援

短期入所（ショートステイ）

生活介護・児童発達支援等通所施設

施設入所支援

グループホーム・ケアホーム

相談支援事業

移動支援事業

コミュニケーション支援事業
（手話通訳、要約筆記者の派遣等）

日常生活用具給付等事業

総数=474
単位:％

【問 28 困ったときの相談先】 

【問 37 サービスの利用希望】 

 



１６ 

（11）災害に関して不安に感じていること 

 「自力で避難できない」が 43.2％

と最も多く、次いで「知らない人と

一緒に過ごすことに不安があり、避

難所で生活することができない」が

36.5％、「自宅に留まり、避難生活

を続ける上での食糧等の生活必需

品の確保」が 35.2％、「初期消火が

できない」が 35.0％、「避難所での

支援者がいるかどうかわからない」

が 31.2％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

（12）今後力を入れて欲しい施策や要望 

 「障害福祉サービス等の充実」が

38.8％と最も多く、次いで「通所施

設の整備」が 27.2％、「グループホ

ームの誘致」が 26.4％、「就労支援

や職業訓練の充実」が 25.7％、「医

療費の軽減・医療制度の充実」と「障

害及び障害者についての理解促進」

がそれぞれ 25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.2

36.5

35.2

35.0

31.2

31.0

29.3

27.4

26.2

24.9

12.7

5.1

8.4

11.2

7.8

0 10 20 30 40 50

自力で避難できない

知らない人と一緒に過ごすことに不安が

あり、避難所で生活することができない

自宅に留まり、避難生活を続ける上

での食糧等の生活必需品の確保

初期消火ができない

避難所での支援者が

いるかどうかわからない

災害の発生などを消防署や

周囲の人へ連絡できない

災害の情報を得ることができない

避難所での、障害のために必要と

なる特別なスペースの確保

医療機器の使用や服薬が

できなくなる等、医療の確保

避難所等におけるトイレの利用

避難所の段差や階段などのバリア

その他

特になし

わからない

無回答

％総数=474 （複数回答）

38.8

27.2

26.4

25.7

25.5

25.5

20.5

17.1

16.0

15.4

15.0

14.6

14.1

10.8

8.2

5.5

4.6

4.0

19.0

0 10 20 30 40

障害福祉サービス等の充実

通所施設の整備

グループホームの誘致

就労支援や職業訓練の充実

医療費の軽減・医療制度の充実

障害及び障害者についての理解促進

相談支援事業の充実

障害者のための住宅施策の充実

緊急一時保護事業

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

より分かりやすい情報の提供

スポーツ・レクリエーション

活動・文化活動の充実

ボランティアの育成・支援

障害者と地域の人との交流の促進

道路・交通機関・公共機関

の整備（バリアフリー）

障害者が参加できる講座等の充実

機能訓練回復事業の充実

その他

無回答

％総数=474 （複数回答）

【問 40 災害に関して不安に感じていること】 

 

【問 47 今後力を入れて欲しい施策や要望】 



１７ 

３．精神障害者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別        ②年齢 
「男」が 52.8％、「女」が 46.7％となって  「40～49歳」が 28.3％と最も多く、次いで 
います。       「50～59歳」が22.9％、「30～39歳」が17.0％、 
        「60～64歳」が 8.1％、「65～69歳」が 6.9％ 
        となっています。 
 

問２① 性別    問２② 年齢 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（２）医療について困っていること 

 「病状が良くならない」が 40.3％と最も多く、次いで「医療機関の緊急時の対応につい

て不安がある」が 19.4％、「相談相手がいない」が 17.7％、「服薬のことで困っている」が

15.5％、「医療費が高い」が 9.6％となっています。「特にない」は 25.1％でした。 

 

 

     

 

 

0.2

0.0

0.2

3.9

4.9

17.0

28.3

22.9

8.1

6.9

3.2

2.5

2.0

0 5 10 15 20 25 30

０～11歳

12～14歳

15～17歳

18～24歳

25～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

％総数=407

40.3

19.4

17.7

15.5

9.6

6.9

25.1

11.3

6.9

0 10 20 30 40 50

病状が良くならない

医療機関の緊急時の対応

について不安がある

相談相手がいない

服薬のことで困っている

医療費が高い

医療機関が遠く、受診しにくい

特にない

その他

無回答

％総数=407 （複数回答）

男

52.8%

女

46.7%

無回答

0.5%

総数

407

 

【問２① 性別】 【問２② 年齢】 

【問９ 医療について困っていること】 



１８ 

（３）世帯の収入額 

 「10万円～15 万円未満」が 21.4％と最も多く、次いで「～10万円未満」が 17.7％、「20

万円～30 万円未満」が 15.0％、「15 万円～20 万円未満」が 14.3％、「30 万円～40 万円未

満」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）就労状況 

 「働いていない」が 63.1％と最も多く、次いで「パート、アルバイトなど非正規雇用で

仕事をしている」が 12.8％、「就労支援事業所等の福祉施設で働いている」が 10.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

17.7

21.4

14.3

15.0

7.6

4.4

3.7

2.0

1.2

7.6

5.2

0 5 10 15 20 25

～10万円未満

10万円～15万円未満

15万円～20万円未満

20万円～30万円未満

30万円～40万円未満

40万円～50万円未満

50万円～75万円未満

75万円～100万円未満

100万円以上

わからない

無回答

％総数=407

12.8

10.6

6.4

3.7

1.5

63.1

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70

パート、アルバイトなど

非正規雇用で仕事をしている

就労支援事業所等の

福祉施設で働いている

会社・団体等の

正規雇用で仕事をしている

自営業など自宅等で

収入のある仕事をしている

その他

働いていない

無回答

％総数=407

【問 13 世帯の収入額】 

 

【問 15-① 就労状況】 

 



１９ 

（５）障害者が働くために大切なこと 

 「健康状態に合わせた、企業側の

柔軟な対応や配慮」が 55.5％と最も

多く、次いで「職場の上司や同僚の

理解と協力」が 54.1％、「障害特性

にあった多様な仕事・就労形態があ

ること」が 50.4％、「就労に結びつ

く技術や知識の習得」が 38.8％、「就

労継続のための企業からのカウン

セリングや支援」が 32.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）日中過ごしている場所 

 「自宅にいることが多い」が 51.1％と最も多く、次いで「一般企業等で就労している(自

営業も含む)」が 14.3％、「障害者施設等で過ごしている」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.5

54.1

50.4

38.8

32.9

31.9

25.3

19.7

17.2

14.0

8.4

5.2

12.8

3.7

0 10 20 30 40 50 60

健康状態に合わせた、

企業側の柔軟な対応や配慮

職場の上司や同僚の理解と協力

障害特性にあった多様な

仕事・就労形態があること

就労に結びつく技術や知識の習得

就労継続のための企業からの

カウンセリングや支援

就職活動に必要な情報の提供

ジョブコーチ等職場で

就労を支援する援助者

働くうえでの決まりごとの習得

通勤手段等についての企業側の配慮

職場の施設面での整備

その他

にない

わからない

無回答

％総数=407 （複数回答）

51.1

14.3

12.0

4.7

2.2

1.7

9.3

4.7

0 10 20 30 40 50 60

自宅にいることが多い

一般企業等で就労している(自営業も含む)

障害者施設等で過ごしている

趣味・習い事・散歩などの

余暇活動の場で過ごすことが多い

入院している

学校に通っている

その他

無回答

％総数=407

【問 18 障害者が働くために大切なこと】 

【問 19 日中過ごしている場所】 



２０ 

（７）不安や心配に感じていること 

 「将来の生活のこと」が 70.8％と

最も多く、次いで「自分自身の病気

や障害が悪化すること」が 63.6％、

「収入や生計、財産の管理のこと」

が 47.4％、「障害者に対する周囲の

理解不足」が 35.9％、「周囲の人と

の関係について」が 34.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）困ったときの相談先 

 「家族・親族」が 68.3％と最も多

く、次いで「病院・診療所の主治医」

が 60.7％、「友人・知人」が 28.0％、

「区の窓口（福祉・介護・保健所等）」

が 22.9％、「病院・診療所の相談員・

ケースワーカー」が 14.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.8

63.6

47.4

35.9

34.6

29.2

24.6

24.6

21.9

5.9

2.7

4.7

2.7

0 20 40 60 80

将来の生活のこと

自分自身の病気や障害が悪化すること

収入や生計、財産の管理のこと

障害者に対する周囲の理解不足

周囲の人との関係について

親の介護のこと

仕事がなくなること

介助者がいなくなること

緊急時における避難等の対応

子どもの養育のこと

不安や心配に感じることは特にない

その他

無回答

％総数=407 （複数回答）

68.3

60.7

28.0

22.9

14.3

11.8

10.3

9.1

8.1

4.4

2.5

2.2

1.7

1.2

7.9

2.5

1.0

1.0

0 20 40 60 80

家族・親族

病院・診療所の主治医

友人・知人

区の窓口（福祉・介護・保健所等）

病院・診療所の相談員・ケースワーカー

施設の支援員

精神保健センター等の都や区の相談機関

地域活動支援センター支援員

勤務先の人

ホームヘルパー

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

家族会

東京都発達障害者支援センター（TOSCA）

その他

誰に相談すれば良いかわからない

相談する必要を感じない

無回答

％総数=407 （複数回答）

【問 21 不安や心配に感じていること】 

【問 27 困ったときの相談先】 



２１ 

（９）サービスの利用希望 

 「利用したい」という回答は、「就労移行・就労継続支援」が 27.8％と最も多く、次いで「相談支援

事業」が 25.8％、「地域活動支援センター」が 19.2％、「生活介護・児童発達支援等通所施設」が

12.8％、「居宅介護（重度訪問介護、行動援護含む）」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）災害に関して不安に感じていること 

 「服薬が出来なくなる等、医療の

確保」が 61.9％と最も多く、次いで

「自宅に留まり、避難生活を続ける

上での食糧等の生活必需品の確保」

が 43.5％、「知らない人と一緒に過

ごすことに不安があり、避難所で生

活することができない」が 38.8％、

「避難所での支援者がいるかどう

かわからない」が 26.3％、「災害の

情報を得ることが出来ない」が

18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

61.9

43.5

38.8

26.3

18.4

17.4

13.8

11.1

7.1

8.8

5.7

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70

服薬が出来なくなる等、医療の確保

自宅に留まり、避難生活を続ける上での

食糧等の生活必需品の確保

知らない人と一緒に過ごすことに不安が

あり、避難所で生活することができない

避難所での支援者がいるか

どうかわからない

災害の情報を得ることが出来ない

初期消火ができない

自力で避難できない

災害の発生などを消防署や

周囲の人へ連絡できない

その他

特になし

わからない

無回答

％総数=407 （複数回答）

利用

したい

12.0

27.8

10.1

12.8

7.6

10.6

25.8

8.4

19.2

利用したい

と思わない

27.3

19.4

29.2

24.8

27.0

29.0

13.3

22.4

16.2

分からない

26.8

23.6

25.8

28.0

29.7

26.3

29.7

33.7

32.9

無回答

33.9

29.2

34.9

34.4

35.6

34.2

31.2

35.6

31.7

居宅介護
（重度訪問介護、行動援護含む）

就労移行・就労継続支援

短期入所（ショートステイ）

生活介護・児童発達支援等通所施設

施設入所支援

グループホーム・ケアホーム

相談支援事業

移動支援事業

地域活動支援センター

総数=407 単位:％

【問 32 サービスの利用希望】 

【問 34 災害に関して不安に感じていること】 



２２ 

（11）今後力を入れて欲しい施策や要望 

「相談支援事業の充実」が 32.9％

と最も多く、次いで「就労支援や職

業訓練の充実」が 32.4％、「医療費

の軽減・医療制度の充実（医療を受

けやすくして欲しい等）」が 29.0％、

「障害福祉サービス等の充実」が

27.8％、「障害及び障害者について

の理解促進」が 26.8％となっていま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）介助者が困っていること 

 「経済的に負担が大きい」が

26.3％と最も多く、次いで「休む時

間がない・休養がとれない」が

19.2％、「買い物・外出が気軽にで

きない」が 17.7％、「仕事との両立

が難しい」が 15.2％、「病気や冠婚

葬祭等の用事があるとき、代わりに

世話をする人を探すこと」が 14.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

32.9

32.4

29.0

27.8

26.8

20.1

19.9

11.3

9.8

9.3

7.6

7.1

5.9

5.7

5.4

5.2

4.7

7.4

19.7

0 10 20 30 40

相談支援事業の充実

就労支援や職業訓練の充実

医療費の軽減・医療制度の充実

（医療を受けやすくして欲しい等）

障害福祉サービス等の充実

障害及び障害者についての理解促進

より分かりやすい情報の提供

障害者のための住宅施策の充実

（住宅を確保しやすくして欲しい等）

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

通所施設の整備

障害者が参加できる講座等の充実

緊急一時保護事業

スポーツ・レクリエーション活動・

文化活動の充実

機能訓練回復事業の充実

ボランティアの育成・支援

障害者と地域の人との交流の促進

グループホームの誘致

道路・交通機関・公共機関の

整備（バリアフリー）

その他

無回答

％総数=407 （複数回答）

26.3

19.2

17.7

15.2

14.6

13.6

10.1

8.1

10.1

8.6

38.4

0 10 20 30 40

経済的に負担が大きい

休む時間がない・休養がとれない

買い物・外出が気軽にできない

仕事との両立が難しい

病気や冠婚葬祭等の用事があるとき、

代わりに世話をする人を探すこと

病気の理解ができない

かかわり方がわからない

服薬管理ができない

その他

特に困っていない

無回答

％総数=198 （複数回答）

【問 44 介助者が困っていること】 

 

【問 41 今後力を入れて欲しい施策や要望】 

 



２３ 

４．難病患者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別      ②年齢 

 「女」が 56.3％、「男」が 43.4％となって  「75 歳以上」が 26.0％と最も多く、 

います。      次いで「50～59 歳」が 14.6％、「40～49 

      歳」が 12.8％、「65～69歳」が 11.6％、「70 

      ～74歳」が 11.5％となっています。 

 

問２① 性別     問２② 年齢 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）手帳の所持状況 

 「身体障害者手帳」が 40.7％となっています。 

 

問４ 手帳の所持状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

0.1

0.0

0.2

0.2

1.6

2.7

7.7

12.8

14.6

10.0

11.6

11.5

26.0

1.0

0 5 10 15 20 25 30

０～５歳

６～11歳

12～14歳

15～17歳

18～24歳

25～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

％総数=986

40.7

0.6

0.2

58.9

0 20 40 60 80

身体障害者手帳

愛の手帳（東京都療育手帳）

精神障害者保健福祉手帳

無回答

％総数=986 （複数回答）

男

43.4%

女

56.3%

無回答

0.3%

総数

986

 

【問２① 性別】 【問２② 年齢】 

【問４ 手帳の所持状況】 



２４ 

（３）障害の種類 

 「腎臓機能障害」が 24.9％と最も多く、次いで「肢体不自由（上肢・下肢・体幹・運動

機能障害）」が 24.6％、「免疫機能」が 19.3％、「心臓機能障害」が 8.0％、「直腸・膀胱機

能障害」が 7.7％となっています。 

 

   

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（４）医療について困っていること 

 「病状が良くならない」が 28.4％と最も多く、次いで「医療機関の緊急時の対応につい

て不安がある」が 18.0％、「医療費が高い」が 8.3％、「通院するための交通費が高い」が

7.6％、「通院すること自体が困難」が 7.4％となっています。「特にない」は 34.2％でした。 

 

 

 

 
 
 

24.9

24.6

19.3

8.0

7.7

7.3

6.6

6.1

5.5

4.1

2.9

10.4

13.5

0 5 10 15 20 25 30

腎臓機能障害

肢体不自由（上肢・下肢

・体幹・運動機能障害）

免疫機能

心臓機能障害

直腸・膀胱機能障害

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

呼吸器機能障害

肝臓機能障害

聴覚・平衡機能障害

小腸機能障害

その他

無回答

％総数=986 （複数回答）

28.4

18.0

8.3

7.6

7.4

6.0

5.0

4.5

9.2

34.2

8.0

0 10 20 30 40

病状が良くならない

医療機関の緊急時の対応

について不安がある

医療費が高い

通院するための交通費が高い

通院すること自体が困難

服薬のことで困っている

相談相手がいない

専門的な治療を受けるための

医療機関が遠く、受診しにくい

その他

特にない

無回答

％総数=986 （複数回答）

【問６ 障害の種類】 

【問 11 医療について困っていること】 

 



２５ 

（５）世帯の収入額 

 「20 万円～30万円未満」が 20.4％と最も多く、次いで「15万円～20 万円未満」が 13.1％、

「30万円～40万円未満」が 12.9％、「10万円～15 万円未満」が 11.2％、「～10 万円未満」

が 7.9％となっています。 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）就労状況 

 「会社・団体等の正規雇用で仕事をしている」が 18.3％と最も多く、次いで「パート、

アルバイトなど非正規雇用で仕事をしている」が 9.6％、「自営業など自宅等で収入のある

仕事をしている」が 7.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9

11.2

13.1

20.4

12.9

6.3

7.2

4.4

4.8

5.8

6.2

0 5 10 15 20 25

～10万円未満

10万円～15万円未満

15万円～20万円未満

20万円～30万円未満

30万円～40万円未満

40万円～50万円未満

50万円～75万円未満

75万円～100万円未満

100万円以上

わからない

無回答

％総数=986

18.3

9.6

7.2

0.0

4.3

57.9

2.7

0 10 20 30 40 50 60

会社・団体等の

正規雇用で仕事をしている

パート、アルバイトなど

非正規雇用で仕事をしている

自営業など自宅等で

収入のある仕事をしている

作業所等の福祉施設で働いている

その他

働いていない

無回答

％総数=986

【問 16 世帯の収入額】 

【問 18-① 就労状況】 



２６ 

（７）障害者が働くために大切なこと 

 「健康状態に合わせた、企業側の

柔軟な対応や配慮」が 46.7％と最も

多く、次いで「障害特性にあった多

様な仕事・就労形態があること」が

44.0％、「職場の上司や同僚の理解

と協力」が 41.5％、「職場の施設面

での整備」が 22.5％、「通勤手段等

についての企業側の配慮」が 19.2％

となっています。 

 

  

 

 

 
 
 

 

（８）介助者が困っていること 

 「買い物・外出が気軽にできない」が 26.9％と最も多く、次いで「休む時間がない・休

養がとれない」が 24.0％、「仕事との両立が難しい」が 19.0％、「入浴の介助」が 18.7％、

「難病に関する知識・情報が少ない」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

46.7

44.0

41.5

22.5

19.2

18.8

18.8

15.7

12.5

3.0

9.3

13.9

10.6

0 10 20 30 40 50

健康状態に合わせた、

企業側の柔軟な対応や配慮

障害特性にあった多様な

仕事・就労形態があること

職場の上司や同僚の理解と協力

職場の施設面での整備

通勤手段等についての企業側の配慮

就職活動に必要な情報の提供

就労に結びつく技術や知識の習得

就労継続のための企業からの

カウンセリングや支援

ジョブコーチ等職場で

就労を支援する援助者

その他

特にない

わからない

無回答

％総数=986 （複数回答）

26.9

24.0

19.0

18.7

17.0

15.8

14.6

10.8

7.0

4.1

3.2

8.2

14.3

21.3

0 5 10 15 20 25 30

買い物・外出が気軽にできない

休む時間がない・休養がとれない

仕事との両立が難しい

入浴の介助

難病に関する知識・情報が少ない

トイレの介助

食事の介助

病気の看護

近所・友人づきあいに影響

介助の方法がわからない

家事・育児への影響

その他

特に困っていない

無回答

％総数=342 （複数回答）

【問 21 障害者が働くために大切なこと】 

 

【問 24 介助者が困っていること】 



２７ 

（９）日中過ごしている場所 

 「自宅にいることが多い」が 51.4％と最も多く、次いで「一般企業等で就労している(自

営業も含む)」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（10）外出の際に困ること 

 「見た目では病気が分かりにくい

ため、つらさを察してもらえない」

が 26.0％と最も多く、次いで「階段

の昇り降り」が 23.0％、「自転車の

運転マナーが悪く、危険を感じる」

が 15.3％、「発作など突然の体調の

変化が心配」が 12.5％、「電車、バ

ス、タクシー等の乗降」が 10.3％と

なっています。 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

26.0

23.0

15.3

12.5

10.3

10.1

9.0

5.2

3.2

2.8

1.6

0.8

0.8

0.4

0.3

0.3

9.2

31.2

0 10 20 30 40

見た目では病気が分かりにくいため、

つらさを察してもらえない

階段の昇り降り

自転車の運転マナーが悪く、

危険を感じる

発作など突然の体調の変化が心配

電車、バス、タクシー等の乗降

歩道、道路、出入口の段差

エレベーター等が未設置の場所がある

ため、スムーズに移動が出来ない

手すりがない

路上の障害物（看板や放置自転車など）

障害者が使えるトイレが少ない

同伴者がいない

行動や発声のために奇異な目で見られる

乗車券の購入・料金の支払いが困難

標識・標示の案内がわかりにくい

点字ブロック、盲人用信号がない

外出時に必要な

コミュニケーションが取りにくい

その他

無回答

％総数=986 （複数回答）

51.4

27.6

5.0

2.8

2.4

1.6

3.0

6.1

0 10 20 30 40 50 60

自宅にいることが多い

一般企業等で就労している(自営業も含む)

趣味・習い事・散歩などの

余暇活動の場で過ごすことが多い

障害者や高齢者の施設等で過ごしている

入院している

学校等に通っている

その他

無回答

％総数=986【問 27 日中過ごしている場所】 

【問 34 外出の際に困ること】 



２８ 

（11）困ったときの相談先 

 「病院・診療所の主治医（看護師）」が

68.8％と最も多く、次いで「家族・親族」

が 63.9％、「友人・知人」が 26.2％、「介

護支援相談員（ケアマネジャー）」が

11.4％、「区の窓口（福祉・介護・保健所

等）」が 9.5％となっています。 

 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（12）サービスの利用希望 

 「利用したい」という回答は、「日常生活用具給付等事業」が 16.5％と最も多く、次い

で「居宅介護（重度訪問介護、行動援護含む）」が 15.5％、「相談支援事業」が 12.7％、「短

期入所（ショートステイ）」が 8.7％、「移動支援事業」が 8.0％となっています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

68.8

63.9

26.2

11.4

9.5

5.6

3.4

2.6

2.1

1.4

0.7

0.5

0.5

0.3

0.2

0.0

0.0

2.8

1.6

3.7

3.8

0 20 40 60 80

病院・診療所の主治医（看護師）

家族・親族

友人・知人

介護支援相談員（ケアマネジャー）

区の窓口（福祉・介護・保健所等）

病院・診療所の相談員・ケースワーカー

東京都難病相談・支援センター

ホームヘルパー

障害者福祉センター等

都や区の相談機関

施設の支援員

民生委員・児童委員

身体障害者相談員

障害者団体

社会福祉協議会

学校等の先生

スクールカウンセラー

東京都発達障害者支援センター（TOSCA）

その他

誰に相談すれば良いかわからない

相談する必要を感じない

無回答

％総数=986 （複数回答）

利用

したい

15.5

7.5

8.7

5.0

5.4

4.4

12.7

8.0

2.4

16.5

利用したい

と思わない

21.4

26.1

26.5

28.2

26.7

27.8

16.9

21.0

31.2

19.1

分からない

24.3

21.1

21.7

22.3

23.1

23.1

26.4

26.5

20.8

22.2

無回答

38.7

45.3

43.1

44.5

44.8

44.7

44.0

44.5

45.5

42.2

居宅介護
（重度訪問介護、行動援護含む）

就労移行・就労継続支援

短期入所（ショートステイ）

生活介護・児童発達支援等通所施設

施設入所支援

グループホーム・ケアホーム

相談支援事業

移動支援事業

コミュニケーション支援事業
（手話通訳、要約筆記者の派遣等）

日常生活用具給付等事業

総数=986 単位:％

【問 35 困ったときの相談先】 

 

【問 45 サービスの利用希望】 

 



２９ 

（13）災害に関して不安に感じていること 

 「医療機器の使用や服薬ができな

くなる等、医療の確保」が 51.3％と

最も多く、次いで「自宅に留まり、

避難生活を続ける上での食糧等の

生活必需品の確保」が 37.4％、「自

力で避難できない」が 19.2％、「障

害者向けに設備が整っていないと

避難所で生活できない（トイレや段

差等）」が 18.0％、「知らない人と一

緒に過ごすことに不安があり、避難

所で生活することができない」が

14.7％となっています。 

 

 

 

 

（14）今後力を入れて欲しい施策や要望 

 「医療費の軽減・医療制度の充実

（医療を受けやすくして欲しい

等）」が 36.8％と最も多く、次いで

「より分かりやすい情報の提供」が

25.4％、「障害福祉サービス等の充

実」が 24.4％、「道路・交通機関・

公共機関の整備（バリアフリー）」

が 24.1％、「相談支援事業の充実」

が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.3

37.4

19.2

18.0

14.7

14.5

13.8

11.1

11.0

6.4

4.7

13.6

4.1

8.0

0 10 20 30 40 50 60

医療機器の使用や服薬が

できなくなる等、医療の確保

自宅に留まり、避難生活を続ける上での

食糧等の生活必需品の確保

自力で避難できない

障害者向けに設備が整っていないと

避難所で生活できない（トイレや段差等）

知らない人と一緒に過ごすことに不安があり、

避難所で生活することができない

初期消火ができない

介助者がいないと避難所で生活できない

避難所での、障害のために

必要となる特別なスペースの確保

災害の情報を得ることができない

災害の発生などを消防署や

周囲の人へ連絡できない

その他

特になし

わからない

無回答

％総数=986 （複数回答）

36.8

25.4

24.4

24.1

19.0

12.7

12.6

9.4

8.8

8.3

7.2

6.5

6.4

4.3

3.4

3.1

2.4

3.1

24.6

0 10 20 30 40

医療費の軽減・医療制度の充実

（医療を受けやすくして欲しい等）

より分かりやすい情報の提供

障害福祉サービス等の充実

道路・交通機関・公共機関の

整備（バリアフリー）

相談支援事業の充実

障害者のための住宅施策の充実

（住宅を確保しやすくして欲しい等）

障害者に配慮した防犯・防災対策の推進

障害及び障害者についての理解促進

就労支援や職業訓練の充実

緊急一時保護事業

ボランティアの育成・支援

機能訓練回復事業の充実

通所施設の整備

スポーツ・レクリエーション活動・

文化活動の充実

グループホームの誘致

障害者が参加できる講座等の充実

障害者と地域の人との交流の促進

その他

無回答

％総数=986 （複数回答）

【問 48 災害に関して不安に感じていること】 

【問 55 今後力を入れて欲しい施策や要望】 



３０ 

５．就学前児童の保護者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別 
 「男」が 70.4％、「女」が 29.6％
となっています。 
 

    

 
 
 

 
 
 
 
②年齢 

 「５歳」が 40.8％と最も多く、次いで「４歳」が 29.6％、「３歳」が 25.4％となってい
ます。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）手帳の所持状況 

 「手帳を持っていない」が 74.6％、「手帳を持っている」が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

4.2

25.4

29.6

40.8

0.0

0 10 20 30 40 50

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

％総数=71

男

70.4%

女

29.6%

無回答

0.0%

総数

71

手帳を

持っている

25.4%

手帳を持って

いない

74.6%

無回答

0.0%

総数

71

【問１① 性別】 

【問１② 年齢】 

【問２-① 手帳の所持状況】 

 



３１ 

（３）通園生活で関心のあること（区立幼稚園・区立保育園） 

 「子どもの社会的能力（コミュニケーションや社会性などを身に付けること）の向上」

が 76.9％と最も多く、次いで「教員や保育士の子どもに接する態度」が 51.9％、「他の子

どもたちとの交流」が 48.1％、「子どもの生活能力（身の回りのことや生活習慣の獲得な

ど）の向上」が 44.2％、「教員や保育士の指導方針」が 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）通園生活で関心のあること（福祉センター） 

 「相談支援職員や専門職による相

談や訓練」が 78.0％と最も多く、次

いで「担任など職員の子どもに接す

る態度」が 48.8％、「保育園や幼稚園

等との連携」が 46.3％、「福祉センタ

ー担任など職員の支援方針」が

36.6％、「福祉センターのほかの児童

との関係」が 12.2％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

76.9

51.9

48.1

44.2

26.9

13.5

9.6

7.7

3.8

0.0

1.9

3.8

0 20 40 60 80

子どもの社会的能力（コミュニケーションや

社会性などを身に付けること）の向上

教員や保育士の子どもに接する態度

他の子どもたちとの交流

子どもの生活能力（身の回りのことや

生活習慣の獲得など）の向上

教員や保育士の指導方針

障害があることに対する他の保護者の理解

子どもの学力（かんたんな読み、

書き、数についての能力）の向上

幼稚園や保育園の行事（運動会、

お祝い会など）への参加

幼稚園や保育園の施設設備などの環境

保護者会などの園の会合への参加

その他

無回答

％総数=52 （複数回答）

78.0

48.8

46.3

36.6

12.2

7.3

7.3

4.9

2.4

0.0

0.0

2.4

9.8

0 20 40 60 80 100

相談支援職員や専門職による相談や訓練

担任など職員の子どもに接する態度

保育園や幼稚園等との連携

福祉センター担任など職員の支援方針

福祉センターのほかの児童との関係

送迎について

保護者会などの会合

福祉センターの施設設備

福祉センターの行事

福祉センターにおける

吸引などの医療的ケア

福祉センター周辺の環境

その他

無回答

％総数=41 （複数回答）

【問９ 通園生活で関心のあること（区立幼稚園・区立保育園）】 

 

【問 13 通園生活で関心のあること（福祉センター）】 

 



３２ 

（５）帰宅後や休日の過ごし方 

 「自宅で家族といることが多い」が 87.3％と最も多く、次いで「家族が付き添って公園

などで遊んだり、買い物等で外出することが多い」が 71.8％、「親戚・友人・知人の家な

ど自宅外にいることが多い」が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）不定期の一時預かりの利用希望 

①不定期の一時預かりの利用希望 

 「利用したい」は 78.9％、「利用する必要がない」が 18.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.3

71.8

12.7

4.2

0.0

19.7

0.0

0 20 40 60 80 100

自宅で家族といることが多い

家族が付き添って公園などで遊んだり、

買い物等で外出することが多い

親戚・友人・知人の家など

自宅外にいることが多い

一時保育を利用している

ファミリー・サポートを利用している

その他

無回答

％総数=71 （複数回答）

利用したい

78.9%

利用する

必要がない

18.3%

無回答

2.8%

総数

71

【問 15 帰宅後や休日の過ごし方】 

【問 17-①-1 不定期の一時預かりの利用希望】 



３３ 

②不定期の一時預かりの希望理由 

 「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」が 83.9％と最も多く、

次いで「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が

80.4％、「不定期の就労」が 19.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）外出の際に困ること 

 「レストラン・公共の乗り物等で

座っていられない・待つことが難し

いこと」が 40.8％と最も多く、次い

で「パニック等で混乱してしまった

時の対応や周囲の視線が気になるこ

と」が 35.2％、「交通機関や建物がベ

ビーカー等での移動に配慮されてい

ないこと」が 32.4％、「目に入ったも

のに向かって衝動的に走り出してし

まうなどの危険があること」が

32.4％、「トイレがおむつ替えや親子

での利用に配慮されていないこと」

が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

83.9

80.4

19.6

7.1

0.0

0 20 40 60 80 100

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

％総数=56 （複数回答）

40.8

35.2

32.4

32.4

23.9

21.1

18.3

18.3

15.5

7.0

19.7

8.5

1.4

0 10 20 30 40 50

レストラン・公共の乗り物等で座って

いられない・待つことが難しいこと

パニック等で混乱してしまった時の

対応や周囲の視線が気になること

交通機関や建物がベビーカー等での

移動に配慮されていないこと

目に入ったものに向かって衝動的に

走り出してしまうなどの危険があること

トイレがおむつ替えや親子での

利用に配慮されていないこと

歩道や段差などがベビーカー等や

自転車の通行の妨げになっていること

荷物や子どもに手を取られて困っている

時に、手を貸してくれる人が少ないこと

知らない人に対して

子どもが話しかけてしまうこと

歩道や信号がない通りが多く、

安全に心配があること

同じ道順でないといけない等のこだわり

による移動範囲・順路の制限があること

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

％総数=71 （複数回答）

【問 17-①-2 不定期の一時預かりの希望理由】 

【問 19 外出の際に困ること】 



３４ 

（８）子育てにおける悩みや不安 

 「子どもの成長や発達について」

が 83.1％と最も多く、次いで「子ど

もの就学や進路について」が 66.2％、

「自分の時間が取れず、自由がない

こと」が 40.8％、「子育てと仕事・キ

ャリアとの両立が難しい」が 31.0％、

「子どもの健康について」が 26.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）子どものことで相談する相手 

 「家族・親族」が 43.7％と最も多

く、次いで「福祉センターの担任や

相談支援職員・専門職」が 19.7％、

「幼稚園・保育園の園長・担任」が

8.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.1

66.2

40.8

31.0

26.8

19.7

18.3

18.3

16.9

16.9

12.7

9.9

7.0

7.0

4.2

2.8

1.4

4.2

0 20 40 60 80 100

子どもの成長や発達について

子どもの就学や進路について

自分の時間が取れず、自由がないこと

子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい

子どもの健康について

夫婦あるいは家族の間で

子育てについての考えが違うこと

子育ては親の責任と言われ、

不安と負担を感じること

障害への周囲の理解

配偶者の子育てへの

関わりが少ないこと

（お子さんの）兄弟姉妹の子育て

子どもへの接し方・関わり方

（コミュニケーション）がわからないこと

子育てに追われ、社会から

孤立するように感じること

身近なところに相談者がいない

子育てや医療費に係る

経済的な負担が大きい

障害に対する相談機関が

どこかわからないこと

その他

特に不安や悩みはない

無回答

％総数=71 （複数回答）

43.7

19.7

8.5

2.8

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.8

2.8

18.3

0 10 20 30 40 50

家族・親族

福祉センターの担任や

相談支援職員・専門職

幼稚園・保育園の園長・担任

かかりつけの医師、保健師、

看護師などの医療の専門家

子育て支援センター・子育て広場

友人・知人

幼稚園・保育園の他の保護者

教育センターの相談員

保健所・保健サービスセンター

民生委員・児童委員

その他

相談できる人がいない

無回答

％総数=71

【問 22 子育てにおける悩みや不安】 

 

【問 23 子どものことで相談する相手】 



３５ 

（10）特別な支援・配慮を必要とする子どもを持つ家庭への支援策 

 「言語聴覚士（ＳＴ）や作業療法士（ＯＴ）など専門家による支援の充実」が 74.6％と

最も多く、次いで「保育士や教員など保育（福祉）と教育の連携体制の充実」が 64.8％、

「子どもの成長や進路についての情報の充実」が 56.3％、「保育士や教員の資質の向上」

が 40.8％、「子どもを一時的に預かり保育してくれる施策の充実」が 39.4％となっていま

す。 

 

【問 25 特別な支援・配慮を必要とする子どもを持つ家庭への支援策】 

 

 

 

 

 

74.6

64.8

56.3

40.8

39.4

38.0

33.8

31.0

19.7

16.9

9.9

2.8

9.9

2.8

0 20 40 60 80

言語聴覚士（ＳＴ）や作業療法士（ＯＴ）

など専門家による支援の充実

保育士や教員など保育（福祉）と

教育の連携体制の充実

子どもの成長や進路

についての情報の充実

保育士や教員の資質の向上

子どもを一時的に預かり保育

してくれる施策の充実

子どもの個別支援プログラムの作成

延長保育などの保育サービスの充実

相談支援体制の充実

手当や給付などの経済的支援

保育園・幼稚園などの

保育教育施設の設備の充実

保健、医療サービスの充実

児童虐待への対策

その他

無回答

％総数=71 （複数回答）



３６ 

６．就学後児童の保護者を対象とした調査 

（１）性別・年齢 

①性別 
 「男」は 70.1％、「女」は 29.3％となっています。 
 

   【問１① 性別】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
②年齢 
 「６～８歳」が 36.2％と最も多く、次いで「９～11 歳」が 34.5％、「12～14歳」が 22.4％、
「15歳以上」が 5.2％となっています。 
 

【問１② 年齢】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）手帳の所持状況 

 「手帳を持っている」が 50.6％、「手帳を持っていない」が 49.4％となっています。 
 

  

 【問２-① 手帳の所持状況】 

 

 

36.2

34.5

22.4

5.2

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40

６～８歳

９～11歳

12～14歳

15歳以上

無回答

％総数=174

男

70.1%

女

29.3%

無回答

0.6%

総数

174

手帳を

持っている

50.6%

手帳を持って

いない

49.4%

無回答

0.0%

総数

174



３７ 

（３）学校生活で関心のあること 

 「子どもの社会的能力（コミュニ

ケーションや社会性などを身に付

けること）の向上」が 74.1％と最も

多く、次いで「教員などが子どもに

接する態度」が 54.6％、「子どもの

生活能力（身の回りのことや生活習

慣の獲得）の向上」が 42.0％、「通

常の学級の子どもたちとの交流」が

30.5％、「教員の指導方針」が 27.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学校生活における子ども自身の不安や悩み 

①学校生活における子ども自身の不安や悩み（子ども自身が回答） 

 「勉強や進路のこと」が 36.8％と最も多く、次いで「友達との関係」と「家族との関係」

がそれぞれ 26.3％、「自分の健康や病気のこと」が 21.1％、「先生との関係」が 10.5％と

なっています。「特に不安や悩みはない」は 26.3％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.1

54.6

42.0

30.5

27.6

27.6

8.0

6.3

4.6

2.3

1.1

1.1

0.0

3.4

3.4

0 20 40 60 80

子どもの社会的能力（コミュニケーションや

社会性などを身に付けること）の向上

教員などが子どもに接する態度

子どもの生活能力（身の回りのことや

生活習慣の獲得）の向上

通常の学級の子どもたちとの交流

教員の指導方針

子どもの学力の向上

障害があることに対する他の保護者の理解

学校の行事（運動会、

林間・臨海学校等）への参加

学校への送り迎え

学校の施設設備などの環境

学校で使う教科書

他の障害をもつ子どもたちとの交流

保護者会などの会合への参加

その他

無回答

％総数=174 （複数回答）

36.8

26.3

26.3

21.1

10.5

5.3

26.3

15.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60

勉強や進路のこと

友達との関係

家族との関係

自分の健康や病気のこと

先生との関係

その他

特に不安や悩みはない

わからない

無回答

％総数=19 （複数回答）

【問９ 学校生活で関心のあること】 

 

【問 11-①-1 学校生活における子ども自身の不安や悩み（子ども自身が回答）】 



３８ 

②学校生活における子ども自身の不安や悩み（保護者の方等が回答） 

 「勉強や進路のこと」が 52.9％と最も多く、次いで「友達との関係」が 47.7％、「先生

との関係」が 22.9％、「自分の健康や病気のこと」が 13.1％、「家族との関係」が 9.8％と

なっています。 

 

【問 11-①-2 学校生活における子ども自身の不安や悩み（保護者の方等が回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）放課後の過ごし方 

 「自宅で家族といることが多い」が 55.2％と最も多く、次いで「習い事等に通う」が 29.9％、

「育成室を利用している」が 24.7％、「放課後等デイサービス事業を利用している」が

12.6％、「放課後居場所対策事業を利用している」が 8.6％となっています。 

 

 問 12 放課後の過ごし方 

 

 

 

52.9

47.7

22.9

13.1

9.8

8.5

7.8

16.3

3.9

0 10 20 30 40 50 60

勉強や進路のこと

友達との関係

先生との関係

自分の健康や病気のこと

家族との関係

その他

特に不安や悩みはない

わからない

無回答

％総数=153 （複数回答）

55.2

29.9

24.7

12.6

8.6

6.9

2.3

16.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60

自宅で家族といることが多い

習い事等に通う

育成室を利用している

放課後等デイサービス

事業を利用している

放課後居場所対策事業を利用している

外で友達と遊んでいることが多い

親戚・友人・知人の家など

自宅外にいることが多い

その他

無回答

％総数=174 （複数回答）

 

【問 12 放課後の過ごし方】 



３９ 

（６）外出の際に困ること 

 「パニック等で混乱してしまった

時の対応や周囲の視線が気になる

こと」が 27.6％と最も多く、次いで

「レストラン・公共の乗り物等で座

っていられない・待つことが難しい

こと」が 24.1％、「目に入ったもの

に向かって衝動的に走り出してし

まうなどの危険があること」が

21.3％、「歩道や信号がない通りが

多く、安全に心配があること」が

16.1％、「知らない人に対して、子

どもが誰にでも話しかけてしまう

こと」が 11.5％となっています。「特

に困ること・困ったことはない」は

32.8％でした。 

 

  

 

（７）子育てにおける悩みや不安 

 「子どもの就学や進路について」

が 78.2％と最も多く、次いで「子ど

もの成長や発達について」が 67.2％、

「自分の時間が取れず、自由がない

こと」が 29.9％、「障害への周囲の

理解」が 27.0％、「子育てと仕事・

キャリアとの両立が難しい」が

21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6

24.1

21.3

16.1

11.5

8.0

6.3

2.9

2.9

21.3

32.8

1.1

0 10 20 30 40

パニック等で混乱してしまった時の

対応や周囲の視線が気になること

レストラン・公共の乗り物等で座って

いられない・待つことが難しいこと

目に入ったものに向かって衝動的に

走り出してしまうなどの危険があること

歩道や信号がない通りが多く、

安全に心配があること

知らない人に対して、

子どもが誰にでも話しかけてしまうこと

同じ道順でないといけない等のこだわり

による移動範囲・順路の制限があること

荷物や子どもに手を取られて困っている

時に、手を貸してくれる人が少ないこと

歩道や段差などが車いす等や

自転車の通行の妨げになっていること

交通機関や建物が車いす等での

移動に配慮されていないこと

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

％総数=174 （複数回答）

78.2

67.2

29.9

27.0

21.8

20.7

19.0

18.4

17.8

17.2

13.8

11.5

7.5

5.2

3.4

10.3

0.6

2.3

0 20 40 60 80 100

子どもの就学や進路について

子どもの成長や発達について

自分の時間が取れず、自由がないこと

障害への周囲の理解

子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい

子育ては親の責任と言われ、

不安と負担を感じること

子どもの健康について

（お子さんの）兄弟姉妹の子育て

配偶者の子育てへの

関わりが少ないこと

子育てや医療費に係る

経済的な負担が大きい

夫婦あるいは家族の間で

子育てについての考えが違うこと

子どもへの接し方・関わり方

（コミュニケーション）がわからないこと

子育てに追われ、社会から

孤立するように感じること

身近なところに相談者がいない

障害に対する相談機関が

どこかわからないこと

その他

特に不安や悩みはない

無回答

％総数=174 （複数回答）

【問 19 外出の際に困ること】 

【問 21 子育てにおける悩みや不安】 

 



４０ 

（８）子育てについての相談先 

 「親族・家族」が 68.4％と最も多

く、次いで「学校の担任」が 55.7％、

「友人・知人」が 48.3％、「かかり

つけの医師、保健師、看護師などの

医療の専門家」が 33.3％、「学校の

他の保護者」が 25.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）特別な支援を必要とする子どもを持つ家庭への支援策 

 「教員の資質の向上」が 63.2％と

最も多く、次いで「子どもの成長や

進路についての情報の充実」が

57.5％、「放課後等の居場所対策の

充実」が 49.4％、「福祉と教育の連

携体制の充実」が 43.1％、「子ども

の個別支援プログラムの作成」と

「手当や給付などの経済的支援」が

それぞれ 35.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.4

55.7

48.3

33.3

25.3

20.7

10.9

5.7

5.2

2.9

0.0

18.4

0.6

0 20 40 60 80

親族・家族

学校の担任

友人・知人

かかりつけの医師、保健師、

看護師などの医療の専門家

学校の他の保護者

教育センターの相談員

スクールカウンセラー

学校の養護教諭

学校の校長・副校長

教育委員会（教育指導課・学務課）

民生委員、児童委員

その他

無回答

％総数=174 （複数回答）

63.2

57.5

49.4

43.1

35.1

35.1

28.2

25.9

20.7

19.5

10.3

8.6

1.1

5.7

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

教員の資質の向上

子どもの成長や進路

についての情報の充実

放課後等の居場所対策の充実

福祉と教育の連携体制の充実

子どもの個別支援プログラムの作成

手当や給付などの経済的支援

通学等での移動支援の充実

通常の学級との交流学習の充実

相談支援体制の充実

スポーツ・レクリエーション

活動・文化活動の充実

学校施設の設備の充実

保健、医療サービスの充実

児童虐待への対策

その他

無回答

％総数=174 （複数回答）

【問 22 子育てについての相談先】 

 

【問 24 特別な支援を必要とする 

    子どもを持つ家庭への支援策】 

 



４１ 

◆ 質的調査（インタビュー調査） 

（１）質的調査の概要 

知的障害者を対象とした量的調査（アンケート調査）では、保護者等が本人の思いを汲

んで回答するケースが多いことから、量的調査（アンケート調査）に加え、本人に直接質

問するインタビュー調査を実施しました。 

調査実施者は、東洋大学社会学部社会福祉学科の 4 年生で、社会福祉士を目指す障害者

福祉に関心のある学生が、同学科の髙山教授・志村教授の指導のもと担当しました。 
 

（２）調査対象 

●区内施設を利用する 18 歳以上の愛の手帳所持者 64名 

（利用施設の職員により抽出された、言語でのコミュニケーションが可能な方） 

年代及び障害程度の分布については以下の通りです 

【年代及び障害程度分布】   
        

  
年代 障害程度 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 計 ２度 ３度 ４度 不明 計 

男 2 12 6 9 3 0 32 5 19 8 0 32 

女 3 7 6 13 2 1 32 8 14 6 4 32 

計 
5 19 12 22 5 1 64 13 33 14 4 64 

(7.8%) (29.7%) (18.8%) (34.4%) (7.8%) (1.6%)   (20.3%) (51.6%) (21.9%) (6.3%)   

  

●対象施設 11か所 

（区内 12施設のうち、文京区に住民票のある利用者がいる 11 施設） 

 施設名 施設形態  施設名 施設形態 

１ 動坂福祉会館 地域活動支援 

センター 

７ ワークショップや

まどり 

生活介護、自立訓練 

就労移行支援 

就労継続支援 B型 

２ 小石川福祉作業所 就労移行支援・ 

就労継続支援 B型 

８ 工房わかぎり 就労継続支援 B型 

３ 大塚福祉作業所 就労移行支援・ 

就労継続支援 B型 

９ わかぎりの家 知的障害者グループ

ホーム・ケアホーム 

４ 若駒の里 生活介護 10 エルムンド小石川 知的障害者グループ

ホーム・ケアホーム 

５ は～と・ピア 生活介護 11 ドリームハウス 

Ⅲ・Ⅳ 

知的障害者グループ

ホーム・ケアホーム 

６ だんござかハウス 生活介護  

 

（３）調査方法  

 面接法（グループ・インタビュー） 
 
 



４２ 

（４）調査内容 

日中及び施設での楽しみ、余暇の過ごし方、相談相手、区サービスの利用状況、今後の

希望等 
 

（５）インタビュー調査により得られた知的障害当事者の主な回答 

１．楽しみ、余暇等 

  楽しみや余暇等に関するインタビューでは、「パズルをする」、「DVD鑑賞をする」、「絵

を描く」、「音楽を聴く」、「テレビを見る」、「手芸をする」といった室内で行うものと、

「散歩をする」、「野球観戦をする」、「ボーリングをする」といった屋外で行うものにつ

いての回答が得られました。 

  また、利用施設が企画する郊外宿泊や納涼祭、運動会といった「イベントが楽しい」

という回答を多く得ました。このほか、施設での日中活動に対する回答もあり、具体的

には「友人と過ごすことが楽しい」、「みんなとおしゃべりすることが楽しい」、「日中作

業が楽しい」というものでした。 
 

２．相談 

  相談についてのインタビュー結果は、『不安・困りごとについて』と『相談相手につい

て』の 2つの項目に整理できました。 

  『不安・困りごと』の内容は、金銭面や就職、友人関係についてでした。『相談相手』

は「施設職員」「先生」「友人」「家族」「区役所」「司法書士」であり、身近な相談相手か

ら専門職までが相談相手となっています。また、「困っていることは特にない」、「相談を

していない」という回答は、生活介護の利用者に多くみられました。 
 

３．区のサービス 

  区のサービスの利用状況については、移動支援や成年後見人制度、介護事業所などを

利用しているといったものや、余暇活動で区の施設を利用しているという回答のほか、

「（サービス利用手続きは自分以外が行っているため）わからない」という回答が得られ

ました。サービスの認識度が利用者の施設種別によって異なっていることが分かりまし

た。 
 

４．希望等 

 希望等についてのインタビューでは、『仕事』と『暮らし』の 2 つに大別できました。 

『仕事』については、「今の仕事を続けていきたい」と「他の仕事をしたい」という正

反対の回答が得られました。また、『暮らし』については「今の生活を続けていきたい」

「グループホームに入りたい」「結婚を少ししたい（してみたい）」という回答がありま

した。他には、「自分でできることを増やしたい」「作品の展示、販売をしたい」「わから

ない」という回答が得られ、希望等に対する個別性がうかがわれました。 

  

 

 

 

 

◆注釈 ： 本文中の「 」は、インタビューから得られた知的障害者本人の回答です。 


